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《 人口推計報告 》 
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１．人口の推移 

 

（１）長期的な人口推移（国勢調査） 

 国勢調査から長期的な総人口の推移をみると、2005 年の 154,684 人をピークとし

て、緩やかな減少傾向に転じていることがわかります。 

 2020年※（速報値）は 150,599人であり、対 2015年比で 1,712人減、対 2005年

比では 4,085人減となっています。 

 

図表１ 長期的な人口推移（国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「国勢調査」 

（２）近年の人口推移（住民基本台帳） 

 住民基本台帳から近年の総人口の推移をみると、2021 年は 152,506 人であり、緩

やかな減少傾向が続いていることがわかります。 

 

図表２ 近年の人口推移（住民基本台帳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省・久喜市「住民基本台帳人口」（各年１月１日） 
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（３）これまでの人口推計結果 

 久喜市総合振興計画 後期基本計画（現行計画。2018年３月策定）では、2022年人

口を住民基本台帳人口ベースで 150,900人と推計しています。久喜市の 2021年１

月１日時点の住民基本台帳人口は 152,506 人ですから、2022 年時点では推計＜実

績となる可能性があります。 

 久喜市人口ビジョン（2016年３月策定）では、2020年人口を国勢調査人口ベース

で 149,728人と推計しています。久喜市の 2020年国勢調査人口（速報値）は 150,599

人ですから、推計＜実績で推移しています。 

 国立社会保障・人口問題研究所（社人研）による『日本の地域別将来推計人口（平
成 25（2013）年推計）』では、2020年人口を国勢調査人口ベースで 148,405人と推

計しています。久喜市の 2020 年国勢調査人口（速報値）は 150,599 人ですから、

推計＜実績で推移しています。 

 

図表３ これまでの人口推計結果 

 久喜市総合振興計画 

（後期基本計画） 

久喜市人口ビジョン 

＜目指すべき人口＞ ＜社人研推計＞ 

策定等 2018年３月 2016年３月 2016年３月 

実施主体 久喜市 久喜市 国立社会保障・人口問題研

究所（社人研） 

基準人口 2012年住民基本台帳人口 

（156,315人） 

2010年国勢調査人口 

（154,310人） 

2010年国勢調査人口 

（154,310人） 

将来人口 2022年 150,900人 2020年 149,728人 

2040年 130,841人 

2060年 110,359人 

2020年 148,405人 

2040年 121,385人 

2060年 89,515人 

推計手法 コーホート要因法 コーホート要因法 コーホート要因法 

参考： 2020

年・2021 年

人口実績 

2020年１月１日 153,066人 

2021年１月１日 152,506人 

2022年時点では 

推計＜実績となる可能性 

2020年 10月１日国調人口 

150,599人（速報値） 

2020年時点で 

推計＜実績で推移 

2020年 10月１日国調人口 

150,599人（速報値） 

2020年時点で 

推計＜実績で推移 

 

 以上から、久喜市の総人口は、2020 年時点では『既往推計ほどには減らず維持さ

れた』『既往推計より緩やかな減少傾向を示した』と捉えることができます。 
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（４）人口推計結果に対する要因の考察 

 要因を考察するため、社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推

計_久喜市に示された仮定値を用い、「ベース推計（基準人口＝2020.1.1住基人口）」

及び「【参考】ベース推計（基準人口＝2015.1.1住基人口）」を実施しました。 

 両推計の相違点は、基準人口の時点のみです。仮定値は、全て社人研『日本の地域
別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市に拠っています。 

 

図表４－１ ベース推計等の推計条件 

ベース推計 

（基準人口＝ 

2020.1.1 住基人口） 

◎基準人口：総務省「2020 年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」 

①生残率 ：社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

②純移動率：同上 

③合計特殊出生率：同上による「子ども女性比」を合計特殊出生率に換算 

④０~４歳性比： 

社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

◎推計期間：2070 年まで５年刻み、50 年間 

【参考】ベース推計 

（基準人口＝ 

2015.1.1 住基人口） 

◎基準人口：総務省「2015 年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」 

①生残率 ：社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

②純移動率：同上 

③合計特殊出生率：同上による「子ども女性比」を合計特殊出生率に換算 

④０~４歳性比： 

社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

◎推計期間：2065 年まで５年刻み、50 年間 

 

 推計結果は、次ページのとおりです。ベース推計（基準人口＝2020.1.1住基人口）

では、久喜市の総人口は 2030年に 142,921人、2060年に 100,479人となります。 

 【参考】ベース推計（基準人口＝2015.1.1住基人口）では、久喜市の総人口は 2030

年には 141,908人、2060年には 99,695人となります。ベース推計との間に、1,000

人程度の乖離があることがわかります。 
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図表４－２ ベース推計（基準人口＝2020.1.1住基人口）結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４－３ 【参考】ベース推計（基準人口＝2015.1.1住基人口）結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：人

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

実績値

0～4歳 4,969 4,581 4,301 4,012 3,693 3,398 3,147 2,945 2,737 2,523 2,351

5～9歳 5,778 5,211 4,827 4,555 4,267 3,943 3,627 3,360 3,144 2,921 2,694

10～14歳 6,282 5,912 5,339 4,955 4,684 4,394 4,060 3,735 3,460 3,237 3,008

15～19歳 6,690 6,350 5,984 5,409 5,023 4,750 4,456 4,118 3,788 3,509 3,283

20～24歳 7,107 6,364 6,045 5,701 5,158 4,794 4,533 4,253 3,930 3,615 3,349

25～29歳 7,156 6,357 5,710 5,449 5,159 4,681 4,350 4,114 3,859 3,566 3,281

30～34歳 7,848 7,034 6,262 5,645 5,413 5,147 4,670 4,340 4,104 3,851 3,558

35～39歳 8,908 7,968 7,178 6,398 5,780 5,561 5,288 4,798 4,458 4,216 3,956

40～44歳 10,588 9,141 8,208 7,413 6,608 5,979 5,752 5,470 4,963 4,612 4,361

45～49歳 12,064 10,636 9,226 8,311 7,533 6,712 6,076 5,846 5,558 5,045 4,688

50～54歳 10,091 12,008 10,591 9,218 8,321 7,561 6,741 6,100 5,868 5,580 5,064

55～59歳 9,464 10,006 11,912 10,510 9,166 8,289 7,532 6,717 6,077 5,847 5,560

60～64歳 10,067 9,266 9,832 11,713 10,341 9,036 8,171 7,425 6,622 5,991 5,763

65～69歳 12,262 9,708 8,970 9,549 11,386 10,064 8,795 7,953 7,226 6,446 5,831

70～74歳 12,594 11,571 9,201 8,533 9,107 10,871 9,606 8,397 7,593 6,899 6,160

75～79歳 9,717 11,482 10,579 8,475 7,908 8,478 10,117 8,937 7,815 7,066 6,419

80～84歳 6,096 8,122 9,724 8,999 7,293 6,879 7,364 8,785 7,755 6,786 6,134

85～89歳 3,434 4,316 5,802 7,082 6,597 5,460 5,147 5,490 6,543 5,769 5,055

90歳～ 1,951 2,544 3,231 4,280 5,544 5,769 5,343 4,993 4,978 5,456 5,313

総数 153,066 148,575 142,921 136,207 128,982 121,766 114,778 107,775 100,479 92,935 85,828

基準人口の出典：総務省「令和2年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」

総計
推計値

単位：人

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

実績値

0～4歳 5,496 5,093 4,558 4,250 3,972 3,649 3,350 3,133 2,932 2,714 2,515

5～9歳 6,155 5,735 5,341 4,803 4,501 4,225 3,895 3,576 3,344 3,131 2,897

10～14歳 6,587 6,273 5,867 5,473 4,930 4,628 4,351 4,011 3,682 3,444 3,224

15～19歳 7,037 6,661 6,340 5,941 5,544 4,998 4,694 4,413 4,068 3,735 3,493

20～24歳 7,845 6,685 6,337 6,036 5,661 5,287 4,770 4,480 4,211 3,883 3,564

25～29歳 8,009 6,991 5,979 5,685 5,442 5,120 4,798 4,328 4,065 3,822 3,523

30～34歳 8,806 7,794 6,871 5,890 5,621 5,405 5,109 4,787 4,319 4,056 3,813

35～39歳 10,446 8,874 7,913 7,013 6,017 5,755 5,553 5,248 4,918 4,436 4,166

40～44歳 12,080 10,668 9,107 8,151 7,242 6,215 5,953 5,744 5,429 5,087 4,589

45～49歳 10,129 12,116 10,717 9,190 8,253 7,358 6,313 6,051 5,837 5,518 5,171

50～54歳 9,547 10,102 12,057 10,672 9,183 8,264 7,386 6,340 6,074 5,860 5,539

55～59歳 10,252 9,430 10,017 11,960 10,590 9,131 8,233 7,359 6,318 6,051 5,839

60～64歳 12,644 9,990 9,232 9,843 11,760 10,420 9,001 8,116 7,254 6,228 5,965

65～69歳 13,204 12,152 9,633 8,937 9,561 11,432 10,141 8,761 7,899 7,061 6,063

70～74歳 10,576 12,430 11,466 9,131 8,502 9,120 10,911 9,681 8,365 7,542 6,743

75～79歳 7,169 9,577 11,332 10,483 8,409 7,879 8,494 10,150 9,007 7,786 7,021

80～84歳 4,683 5,948 8,007 9,597 8,916 7,237 6,854 7,383 8,808 7,818 6,762

85～89歳 2,639 3,285 4,208 5,723 6,990 6,535 5,417 5,128 5,512 6,551 5,817

90歳～ 1,390 1,881 2,441 3,130 4,196 5,457 5,697 5,288 4,957 4,974 5,455

総数 154,694 151,686 147,426 141,908 135,290 128,116 120,922 113,976 107,000 99,695 92,159

基準人口の出典：総務省「平成27年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」

総計
推計値
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 ベース推計（基準人口＝2020.1.1住基人口）結果と、【参考】ベース推計（基準人

口＝2015.1.1住基人口）結果を年齢５歳階級別に詳しく比較します。 

 

図表４－４ ベース推計結果と【参考】ベース推計結果の比較（▲はマイナス、網掛けは２％以上の乖離） 

 

 

図表４－５ 乖離と要因の考察 

現象 要因の考察（2015～20 の５年間） 

20～29歳の人口上振れ 推計より転出超過が少なかった。純移動率が社人研仮定値より＋へ改善。 

80歳以上の人口上振れ 推計より死亡が少なかった。生残率が社人研仮定値より＋へ改善。 

０～４歳の人口下振れ 推計より出生が少なかった。合計特殊出生率が社人研仮定値より－方向へ低下。 

 乖離の背景には、20～29 歳人口が推計より多い（推計より転出超過が少なかった

＝純移動率に改善傾向が見られた）、80歳以上人口が推計より多い（長寿により推

計より死亡が少なかった＝生残率に改善傾向が見られた）といった事象があるも

のと推測されます。 

 もっとも、合計特殊出生率が低下したために０～４歳の人口が推計より少なくな

っており、将来の高齢化への懸念は残されています。 

単位：％

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

実績値

0～4歳 ▲ 2.44 0.50 1.19 0.99 1.21 1.44 0.46 0.42 0.85 0.32

5～9歳 0.74 ▲ 2.44 0.50 1.19 0.99 1.21 1.44 0.46 0.42 0.85

10～14歳 0.14 0.76 ▲ 2.44 0.50 1.19 0.99 1.21 1.44 0.46 0.42

15～19歳 0.43 0.15 0.73 ▲ 2.44 0.50 1.19 0.99 1.21 1.44 0.46

20～24歳 6.32 0.43 0.16 0.72 ▲ 2.44 0.50 1.19 0.99 1.21 1.44

25～29歳 2.36 6.32 0.44 0.14 0.75 ▲ 2.44 0.50 1.19 0.99 1.21

30～34歳 0.69 2.37 6.32 0.43 0.14 0.74 ▲ 2.44 0.50 1.19 0.99

35～39歳 0.38 0.69 2.36 6.32 0.44 0.13 0.76 ▲ 2.44 0.50 1.19

40～44歳 ▲ 0.75 0.38 0.69 2.36 6.32 0.44 0.13 0.76 ▲ 2.44 0.50

45～49歳 ▲ 0.43 ▲ 0.75 0.39 0.70 2.39 6.32 0.43 0.16 0.72 ▲ 2.44

50～54歳 ▲ 0.11 ▲ 0.41 ▲ 0.75 0.38 0.69 2.37 6.32 0.43 0.14 0.75

55～59歳 0.36 ▲ 0.11 ▲ 0.40 ▲ 0.76 0.38 0.69 2.35 6.32 0.44 0.13

60～64歳 0.77 0.36 ▲ 0.11 ▲ 0.40 ▲ 0.76 0.38 0.69 2.35 6.32 0.44

65～69歳 0.90 0.77 0.36 ▲ 0.12 ▲ 0.40 ▲ 0.76 0.38 0.69 2.35 6.32

70～74歳 1.32 0.91 0.77 0.37 ▲ 0.15 ▲ 0.37 ▲ 0.77 0.38 0.67 2.31

75～79歳 1.46 1.32 0.92 0.78 0.37 ▲ 0.19 ▲ 0.32 ▲ 0.78 0.37 0.64

80～84歳 2.49 1.43 1.32 0.93 0.78 0.37 ▲ 0.25 ▲ 0.27 ▲ 0.79 0.36

85～89歳 4.54 2.56 1.38 1.32 0.95 0.80 0.38 ▲ 0.39 ▲ 0.12 ▲ 0.83

90歳～ 3.71 4.21 3.21 2.01 1.58 1.25 1.05 0.73 0.08 0.02

総数 0.91 0.78 0.71 0.68 0.68 0.70 0.70 0.72 0.79 0.84

資料：総務省「住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」平成27年・令和２年

総計
推計値
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２．人口の推計 

 

（１）ベース推計（現状のまま推移した場合） 

 まず、現状のまま推移した場合の「ベース推計」を実施しました。推計にはコーホ
ート要因法をもちい、５歳階級・５年刻みの推計を 2070年まで実施しました。 

 基準人口は、2020年住民基本台帳人口としました。また、推計に用いる仮定値は、
図表５－２の通り設定しました。 

 

図表５－１ コーホート要因法の手順 ※丸数字は仮定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－２ ベース推計（現状のまま推移した場合）の仮定値 

ベース推計 

①生残率及び④０～４歳性比 

：社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

②純移動率：総務省「住民基本台帳人口」から、2015→20年実績を算出 

③合計特殊出生率：埼玉県「埼玉県の合計特殊出生率」から、2015→19年平均値を算出 

  

推計人口

X＋５年の総人口、及び男女別・年齢５歳階級別人口

X＋５年の

15～49歳女性人口

X＋５年の５歳以上人口

男女別・年齢５歳階級別

③合計特殊出生率

④０～４歳性比

X＋５年の

男女別０～４歳人口

基準人口

X年の総人口、及び男女別・年齢５歳階級別人口

①生残率

X年からX＋５年の生残率

②純移動率

X年からX＋５年の純移動率
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（２）将来人口シミュレーション 

 次に、ベース推計を基礎としながら、一定の出生率向上と転出抑制・転入促進が実
現された場合を想定し「将来人口シミュレーション」を実施しました。 

 ベース推計と同様に、推計にはコーホート要因法をもちい、2020 年住民基本台帳

人口を基準人口として、５歳階級・５年刻みの推計を 2070 年まで実施しました。 

 また、シミュレーションに用いる仮定値等は、図表６の通り設定しました。 

 

図表６ 将来人口シミュレーションの仮定値等と考え方 

仮定値等 推計パターンと考え方 

基準人口 総務省「2020年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」久喜市 

仮定値① 

生残率 

社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

※全ての推計パターンに共通して採用。 

仮定値② 

純移動率 

総務省「2020年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」久喜市及び同 2015年か

ら、2015→20年の純移動率実績を算出・・・ア 

パターン A 現状維持 

 アの傾向が今後も続くものと想定。 

パターン B 転出抑制 

 アのうち、現状では転出超過となっている 20～34歳に着目し、この転出超過が 2040

年に解消される（純移動率がゼロとなる）と想定。 

パターン C 転入促進 

アのうち、現状では転入超過となっている０～19歳、及び 35～49歳に着目し、こ

の転入超過が 2040年に 10％伸びる（純移動率＋10％となる）と想定。 

パターン D 転出抑制・転入促進 

 パターン Bとパターン Cの双方が、2040年に実現されると想定。 

仮定値③ 

合計特殊出生率 

埼玉県「埼玉県の合計特殊出生率」久喜市から、2015→19年の５カ年実績値の平均値

（1.12760）を算出・・・イ 

パターン A 現状維持 

 イの値が今後も続くものと想定。 

パターン B 堅実上昇 

 イの値が、2060年に 1.80まで上昇するものと想定。 

パターン C 積極上昇 

イの値が、2040年に 1.80、2060年に 2.07まで上昇するものと想定。 

パターン D 超積極上昇 

 イの値が、2040年に 2.07まで上昇するものと想定。 

仮定値④ 

０～４歳性比 

社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

※全ての推計パターンに共通して採用。 
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口
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ュ
レ
ー
シ
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ン
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果
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№
１
は
ベ
ー
ス
推
計
）

№
推
計
パ
タ
ー
ン

推
計
値


純
移
動
率
及
び
合
計
特
殊
出
生
率
を
変
化
さ
せ
、
1
6
通
り
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
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し
ま
し
た
。
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2
0
7
0
年
時
点
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最
大
の
人
口
を
維
持
で
き
る
ケ
ー
ス
は
№
1
6（
出
生
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超
積
極
上
昇
、
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動
：
転
出
抑
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転
入
促
進
）
で
あ
り
、
約

1
3
万
３
千
人
と
な
り
ま

す
。
も
っ
と
も
、
現
状
を
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ま
え
る
と

2
0
4
0
年
に
合
計
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殊
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生
率

2
.
0
7
の
実
現
は
想
定
し
に
く
い
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
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６
～
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生
：
堅
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上
昇
）
の
場
合
で
も
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0
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回
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す
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